
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウラン濃縮工場に係る定期報告書 

（平成２８年１０月報告） 

 

 

 

 

 

 



 

別 紙  

    １．運転状況及び主要な保守状況（平成２８年１０月分） 

 平成２８年１０月 
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況 

 

 

 

RE-1A 
 
 ※１ 

 

RE-1B 

 

 ※２ 

 

RE-1C 

 

 ※３ 

 

RE-1D 

 

 ※４ 

 

RE-2A 

 

※５ 

 

RE-2B 

 

 ※６ 

 
RE-2C 

 

 ※７ 

主要な保守状況 

加工施設保安規定に基づく施設定期自主検査 

・カスケード設備 

・ＵＦ６処理設備 

・均質・ブレンディング設備 

・付着ウラン回収設備 

・搬送設備 

・放射線監視・測定設備 

・気体廃棄物廃棄設備 

・液体廃棄物廃棄設備 

・非常用設備 

 

（備 考） 

※１ ＲＥ－１Ａ：生産運転停止中（Ｈ１２． ４． ３～） 

※２ ＲＥ－１Ｂ：生産運転停止中（Ｈ１４．１２．１９～） 

※３ ＲＥ－１Ｃ：生産運転停止中（Ｈ１５． ６．３０～） 

※４ ＲＥ－１Ｄ：生産運転停止中（Ｈ１７．１１．３０～） 

※５ ＲＥ－２Ａ：150ｔSWU/年のうち、75ｔSWU/年は生産運転中（Ｈ２５．５．２１～） 

※６ ＲＥ－２Ｂ：生産運転停止中（Ｈ２２．１２．１５～） 

※７ ＲＥ－２Ｃ：生産運転停止中（Ｈ２０． ２．１２～） 

 

 



 

２．放射線業務従事者の被ばく状況（平成  年度第 四半期分） 

ウラン濃縮施設 

 

放射線

業務従

事者数

（人） 

線量（ｍＳｖ）区分別放射線業務従事者数（人） 

５以下 

注１） 

５を超え 

15以下 

15を超え 

20以下 

20を超え 

25以下 

25を超え 

50以下 

50を超える

もの 

当該四半期 
 

      

年度        

 

 その他施設（研究開発棟） 

 

放射線

業務従

事者数

（人） 

線量（ｍＳｖ）区分別放射線業務従事者数（人） 

５以下 

注１） 

５を超え 

15以下 

15を超え 

20以下 

20を超え 

25以下 

25を超え 

50以下 

50を超える

もの 

当該四半期 
 

      

年度        

 注１）被ばく線量が検出限界未満の放射線業務従事者を含む。 

 注２）四半期毎の報告月に限り記載する。（年度については第４四半期に限り記載する） 

 

 

３．女子の放射線業務従事者の被ばく状況（平成  年度第 四半期分） 

 ウラン濃縮施設 

放射線業務従事者数 

（人） 

３月間の線量（ｍＳｖ）区分別放射線業務従事者数（人） 

１以下 

注１） 

１を超え 

２以下 

２を超え 

５以下 

５を超え 

るもの 

 
    

 

 その他施設（研究開発棟） 

放射線業務従事者数 

（人） 

３月間の線量（ｍＳｖ）区分別放射線業務従事者数（人） 

１以下 

注１） 

１を超え 

２以下 

２を超え 

５以下 

５を超え 

るもの 

 
    

  注１）被ばく線量が検出限界未満の放射線業務従事者を含む。 

注２）妊娠不能と診断された者及び妊娠の意思のない旨を書面で申し出た者を除く。 

 注３）四半期毎の報告月に限り記載する。 

 



 

４．放射性物質及びフッ素化合物の放出状況（平成２８年１０月分） 

     ウラン濃縮施設 

放射性廃棄物等の種類 測 定 の 箇 所 平  均  濃  度 

ウ ラ ン       

気 体 排 気 口             Ｎ  Ｄ  （Bq／cm３） 

液 体 処 理 水 ピ ッ ト            Ｎ  Ｄ  （Bq／cm３） 

フッ素化合物 

気 体

（ＨＦ） 
排 気 口             Ｎ  Ｄ  （mg／m3） 

液 体

（Ｆ）
処 理 水 ピ ッ ト            Ｎ  Ｄ  （mg／㍑） 

 

 

     その他施設（研究開発棟） 

放射性廃棄物等の種類 測 定 の 箇 所           平  均  濃  度 

ウ ラ ン       

気 体 排 気 口             Ｎ  Ｄ  （Bq／cm３） 

液 体 処 理 水 ピ ッ ト           Ｎ  Ｄ  （Bq／cm３） 

 

 

フッ素化合物 

気 体

（ＨＦ） 
排 気 口             Ｎ  Ｄ  （mg／m3） 

液 体

（Ｆ）
処 理 水 ピ ッ ト           Ｎ  Ｄ  （mg／㍑） 

   （注）ＮＤは、検出限界未満を示す。 



 

５．放射性廃棄物の保管廃棄量（平成２８年１０月分） 

     ウラン濃縮施設 

放射性廃棄物の種類 当該期間の保管廃棄量（本） 累積保管廃棄量（本） 

放射性固体廃棄物 

（使用済遠心機を除く）注１） 
３９ ８，０２７※ 

放射性液体廃棄物 注２） ０ １０３ 

付着ウラン回収に伴い発生す

る放射性液体廃棄物 注３） 
０ ５７ 

付着ウラン回収に伴い発生す

る放射性気体廃棄物 注３） 
０ ０ 

※端数処理した値であるため、累積保管廃棄量は、平成２８年９月分の累積保管廃棄量に 

 当該期間の保管廃棄量を加えた数値とは異なる。 

 

放射性廃棄物の種類 
当該期間の保管廃棄量 

（tSWU／年相当分） 

累積保管廃棄量 

（tSWU／年相当分） 

放射性固体廃棄物 

（使用済遠心機） 注４） 
０ ７５ 

 

 

    その他施設（研究開発棟） 

放射性廃棄物の種類 当該期間の保管廃棄量（本） 累積保管廃棄量（本） 

放射性固体廃棄物 注１） ０ １０８０ 

放射性液体廃棄物 注２） ０ ３３ 

   注１）２００リットルドラム缶換算本数で示す。 

    注２）２０リットルドラム缶換算本数で示す。 

  注３）８０ｋｇボンベ換算本数で示す。 

  注４）遠心分離機の分離作業能力換算数で示す。 



 

６．核燃料物質の在庫量（平成  年 月末現在） 

     ウラン濃縮施設 

 天 然 ウ ラ ン 濃 縮 ウ ラ ン 劣 化 ウ ラ ン 
回収した 

付着ウラン 

在     庫     量 

 

   

 

 

   その他施設（研究開発棟） 

 天 然 ウ ラ ン 濃 縮 ウ ラ ン 劣 化 ウ ラ ン 

在     庫     量 

 

  

  （注）１．六フッ化ウランの在庫量をシリンダ本数で示す。 

     ２．半期毎の報告月に限り記載する。 

      


